
３年数学科課題

組み合わせパズルに挑戦しよう(３年課題 その３)

【説明】
① Ａ，Ｂはともに整数である。
② Ａ，Ｂは順不同である。

③ 例題： 「足すと５」、「かけると６」になる２つの整数Ａ，Ｂの組み合わせを探せ！

解答：ん～、「足すと５」、「かけると６」か～。「かける」の組み合わせから考えると、「(＋１)×(＋６)」
「(＋２)×(＋３)」「(－１)×(－６)」「(－２)×(－３)」があるな～。
なるほど…、この組合せの中で、「＋５」になる組み合わせは、「２と３」だ。
だけど、何で②には、Ａ，Ｂは順不同でもいいのだろうか？
たし算(加法)とかけ算(乗法)に成り立つ法則があったね！→加法・乗法 法則

④ 問題

足すと かけると Ａ Ｂ 足すと かけると Ａ Ｂ
(加法) (乗法) (加法) (乗法)

１ +7 +6 ２１ -9 +8

２ -5 -14 ２２ +16 +64

３ 0 -36 ２３ 0 -81

４ +3 +2 ２４ +10 +16

５ +6 +8 ２５ -1 -42

６ -2 -8 ２６ +8 +16

７ +9 +20 ２７ -1 -90

８ -2 -15 ２８ 0 -1

９ -9 +14 ２９ 0 -81

１０ +2 -48 ３０ -12 +36

１１ 0 -9 ３１ +18 +60

１２ -11 +10 ３２ +1 -110

１３ +6 +9 ３３ -2 -48

１４ +14 +49 ３４ -7 -18

１５ -4 +4 ３５ 0 -49

１６ 0 -4 ３６ +20 +100

１７ +14 +45 ３７ +9 -10

１８ +14 +49 ３８ -1 +72

１９ 0 -64 ３９ 0 -121

２０ 0 -25 ４０ -2 -24
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